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る（安西・井上・小林, 2005, pp. 49-65, 68-89; 
Baker, 2011, pp. 60-63など）。しかし，何をもっ
て正確でわかりやすい翻訳とするかについて
は，「直訳」対「意訳」の古典的な二項対立



































のための第三項 （tertium comparationis） を立
てる理論上の工夫がなされてきた。ひとつ
は K. ヴァン・ルーヴァン・ズワルトが提唱
した Architranseme である （van Leuven-Zwart, 
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